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立体音響を用いた音像移動による他車位置情報提示の有効性
修士論文要旨
Studyon3Dsoundinterfhceforperceivinglocationofmovinganothervehicle
金子
1．緒言
近年、交通事故死者数は減少しているのに対し、交通事
故件数はあまり変わっていない。交通事故の原因は約75％
がドライバの事故直前の行動であり、ドライバの状況把糎
を補助することにより事故削減が可能と考えられる。その
技術の1つとして、AdvancedSafetyVehicle－3（ASV・3）で
は、他車位置情報提示システムが開発されている。
2．研究目的
ASV3では視覚による他車位置情報提示を行っているが、
注視を必要とするため危険と考えられる。そこで、本研究
では立体音響を用いた音像移動による他車位置情報提示の
有効性を検討することを目的とする。また、特に本研究で
は事故発生件数の多い後方からの衝突事故防止のため、後
方から仮想音源を接近させて他車情報を提示するための設
計指針を求めることも目的とする。
3．立体音響の生成
立体音響の生成にはHuron（LakeTechnology社製）と12
個のスピーカ用いた。スピーカは被験者の周りに半径2m
の円周上に配置した。また、本研究では被験者から見て左
右方向をⅩ軸、前後方向をY軸と定義した。
4．実験1：移動音源の直線知覚特性評価実験
4．1実験日的
予備実験で明らかになった音源との距離が遠くなるにつ
れて真後ろへと回り込み、左右感がなくなる「回り込み現
象」を補正し、Ⅹ＝1を通りY軸と平行な直線上を移動し
ていると知覚される軌道を求めることを目的とする。
4．2　実験方法
操作音と－してⅩ座標は1－以外のランダムな値、Y座標は
後方1．5、3．0、4．5、6．0、7．5、9．0、10．5、12．0、・13．5、
15．0mの10種類の仮想音源を用いた。実験タスクとして
被験者に操作音をⅩ＝1の位置にあると知覚する座標に移
動してもらった。
4．3　実験結果
「回り込み現象」を補正し、Ⅹ＝1を通り、Y軸と平行な
直線と知覚する軌道はy＝－2．40Ⅹ＋2．40であることがわか
った。
5．実験2：速度感覚のべき指数の検討
5．1実験日的
移動音源の物理的な速度と人間が心理的に知覚する速度
のズレを補正するために移動音源の速度に対するべき指数
を求めることを目的とする。
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5．2　実験方法
実験1で求めた軌道上を後方15mから真横まで様々な
速度で移動する仮想音源についてマグニチュード推定法を
適用した。
5．3実験結果
本実験から移動音源の速度に対するべき指数は0．92で
あることがわかった。また、年齢ごとに比較したところ、
高齢者は速度を過少評価する傾向が見られた。
6．実験3：音像移動による他車位置情報提示の有効性の検
討
6．1実験日的
立体音響を用いた音像移動による他車位置情報提示の有
効性を検討することを目的とする。
6．2　実験方法
実験1、2から得られた知見を用いて音像移動による他
車位置情報提示システムを構築した。他車位置情報提示に
はASV・3を模擬した画面を作成した。立体音響は他車の方
向、位置、速度の3つの情報を提示する「音像移動を用い
た条件」と他車の方向のみを提示する「音像の位置が固定
されている条件」の2通りを生成し、作成した画面と組み
合わせて比較を行った。タスクはLaneChangeTest（LCT）
を用いて運転を模擬し、他車の位置を把握しながら　LCT
の指示に従って車線変更が可能かを判断してもらった。評
価項目として1回あたりの平均視認時間、視認回数、総視
認時間の3つを用いた。
6．3　実験結果
音像移動を用いた音の方が1回あたりの平均視認時間で
は約0．1－秒ヽ総視認時間では約8秒短くなり、視認回数は
約5回少なかった。よって、移動音像を用いることは視覚
への依存度低減の効果があり、他車位置情報提示方法とし
て有効であることがわかった。
7．まとめ
本研究から立体音響を用いた音像移動による他車位置情
報提示が有効であることがわかった。また、最後に本研究
ら得られたシステムを構築のための設計指針を以下に示
す。
1）日華の右側を後方から接近してくる他車を表す仮想音源
の軌道の式はy＝－2．40Ⅹ＋2．40である。
2）ある基準速度のn倍の速度の仮想音源の速度は「基準速
度×nO：92」の式で求められる。
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